

























































































































































第 4 学年 
｢量と測定｣ ・正方形と長方形の面積の求め 
       方 
｢算数的活動｣・面積の求め方を考え説明する 
       活動 
第 5 学年 
｢量と測定｣・三角形，平行四辺形の面積の求 
め方 
     ・ひし形，台形の面積の求め方 
｢図形｣  ・円周率 
｢算数的活動」・面積の求め方を考え説明する 
活動 
第 6 学年 
｢量と測定｣・およその面積 
     ・円の面積の求め方 






















































「底面積が S   ，高さが hcm の角柱，円








「底面積が S   ，高さが hcm の角すい，























半径 r の円について 
円の面積 S＝   ，円周 l     
おうぎ形の弧の長さと面積の求め方 
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柱体の展開図 多面体の展開図 錐体の展開図 
立体の表面積  


























































































































ここで，  は一辺 a の正方形(図 5 より，
aという線素がaという幅で集まったもの) 
の面積であり，    は，底辺 a，高さ a の
直角三角形の面積を表す。よって，




            
 
   
 
    
 
     
 
   
       
 
 
     
 
 















            
  
   
             
 
    
  
  
              
 
  
図 7 より，  
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  ・・・(ア) 
ここで，      は，底面が一辺 a の正方形
で，高さ a の四角錐の体積を表していると
考える。 














      
 
 
      ・・・(イ) 
(イ)を(ア)に代入すると， 
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円錐 C，四角錐 P(図 10)があり，いずれも
高さ h とする。C の底面の円の半径は r と
し，四角錐の底面は一辺の長さが 1 の正方
形であるとする。 P の体積 V(P) は
 
 






 頂点よりの距離が x である水平な平面で
円錐及び四角錐を切断し，その断面積をそ
れぞれ     ，     とするとき，比例を用
いれば，次のように求めることができる。 
        
       より，      
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②底面積が S，高さが図 10 の四角錐と等し
い三角錐の体積を考える。この三角錐と図
















積は底面積と高さの積の 1/3 に比例する。 
③円錐の体積について考える。底面の半径





な切断面でもその面積の比は 1：   である。











































































Archimedes, Measurment of circle ，
[Heath,T.L,(1912);The Wroks of 
Archimedes with A Supplment “The 
Method of Archimedes” , Dover 
Publications, Inc., New York.] 
Kaye Stacy, Jill Vincent, (2009), Finding 
the area of a circle, University of 
Melbourne. 
Struik,D.J.,(1969), A source book in 
mathematics,1200-1800,Cambrige, 
















( 図 15) 
 
